
 

  

 

 

 

 
栽培期間の長～い、野菜・花き向けの省力肥料です。 イチゴ、トマトなどの果菜類、栽培期間の 

長い花き類など、ハウスにおける長期の栽培向け元肥一発肥料です。また、ニラの年一回施用 

などにご使用いただけます。長く安定した肥効が持続するよう複数の被覆尿素を配合しています。 

 
 

 

 

 
 

 

特長 
 

１．ハウス促成栽培に好適な肥効が収穫期まで持続します。 
栽培期間の長い作物は、一度、草勢が低下すると、回復までに相当な時間がかかります。 

長期用６７６は、窒素成分がゆっくり溶出するよう、複数の被覆尿素を配合しています。 

高成分に見えますが、じっくりと効くので、肥料焼け、肥料切れを起こしません。栽培期間中 

安定した肥効が持続します。 
 

２．ニラ栽培における年一回施用 
ニラ栽培における草勢の低下は収量に大きく響きます。長期用６７６は、冬期のマルチ敷設前に 

施用し、生育・収穫期間中、穏やかな肥効が持続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

施用量・施用方法 
 

26-7-6-Mg1 

 

ベストマッチ® 長期用６７６ 

 長期の栽培向け 

241023GKASTN 

 N 
窒素 （化成） 0.6 kg 

窒素 （被覆） 4.6 kg 

P りん酸（化成） 1.4 kg 

K 加里 （化成） 1.2 kg 

Mg 苦土 （化成） 0.2 Kg 
 

（１袋２０kgあたり） 

 

作物 現物/10a 窒素/10a 施用方法 

イチゴ 80～100kg 20.8～26.0kg 

施用量は左記を参考に、慣行の 

総窒素量に合わせて、地力により 

増減、全層混和で施用してください。 

堆肥・石灰・りん酸資材等の土壌 

改良資材は従来通り施用してください。 

トマト・中玉トマト・ミニトマト 80～130kg 20.8～33.8kg 

キュウリ・ニガウリ 130～220kg 33.8～57.2kg 

ニラ 150～220kg 39.0～57.2kg 

ナス・ピーマン・シシトウ 180～250kg 46.8～65.0kg 

デルフィニウムなど長期の花き類 50～ 80kg 13.0～20.8kg 

 

ベストマッチ 長期用６７６の肥効イメージ （９月初旬施肥の場合） 
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